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歴史学・国文学・民俗学・神話学・思想史研究などの枠組みを超え、現代という閉ざされた時代の現実と、 

人文学研究の閉塞状況をともに打ち破る方向を見通す。 

〈編者紹介〉田中聡（立命館大学教授）・斎藤英喜（佛教大学教授）・山下久夫（金沢学院大学名誉教授）・星優也（池坊短期大学専

任講師） 

～版元から～ グローバリズムが大きく展開している現代、社会には「歴史修正主義」が跋扈し、排外主義も強まる 

という危機的な状況となっています。そうした時代動向に抗するためには、改めて近現代における多彩な学知の歴史 

を振り返る必要があります、その〈学知史〉から何を批判的に継承し、あるいは新たな視点・方法を創り、現代社会 

との緊張感のなかでどのような歴史像を描いていくのか。本書は、そうした視点から、それを生み出した近現代その 

ものを問い直し、読み替えていこうとする挑戦です。 
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